
令和６年度那珂川市地域水田農業推進協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本市は、全水田面積に占める主食用米の面積の割合が約 52％であり、転作作物として

は、「軟弱野菜」や「アスパラガス」などの施設野菜や露地野菜、「きく」や「ゆり」など

の花きの栽培が行われている。近年は、飼料用作物の作付けが拡大してきており、水田に

おける作付品目は多岐にわたって展開されている。 

 しかしながら、イノシシやサル、アライグマなどの鳥獣被害によって野菜等の作付が困

難な状況にある地域もあり、さらに農業者の高齢化に伴い、農家戸数は減少傾向にある。 

 こうした中、今後、安定した農業経営を確立するため、新たな担い手の確保や担い手へ

の農地集積が重要であり、また米の需要に応じた計画的生産及び、高収益作物をはじめと

する転作作物の作付支援を推進する必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

地域現状、課題を踏まえ、農産物直売所で地元産米の販売など米の需要に応じた計画的

生産を行う。また、麦の収量、品質向上のため、担い手への農地の集積、低コスト生産技

術の導入を行い、アスパラガス、軟弱野菜等の収益性の高い園芸品目の作付拡大について

関係機関が連携し支援を行っていく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

生産者からの営農計画書の記載事項や水田台帳に基づくほ場の現地確認等により、畑作

物のみの生産が続く水田や調整水田として、長期間水稲の作付がない水田がないか等水田

利用状況の点検を行う。その結果、今後も水稲作付の見込みがない水田について、水田の

畑地化について検討を行う。また、地域の課題や生産者の意見を基に水稲と転換作物によ

るブロックローテーション体系について検討を行う。 
 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

    市内の 137ha（令和 5年度主食用米耕作面積）の水田について、適地適作を基本

として、収益及び収量の増加が見込めるような品種誘導等に努め、作物生産の維持

と農家所得の向上を図ることとする。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

     需要に応じた生産確保を目指し、耕作者の確保に努めることで安定供給を行

う。 

 

  イ WCS用稲 

     畜産農家を中心に自給粗飼料の確保の観点から、今後も生産性の高い畜産経営

に努め、経営コスト削減を図るため、需要に応じた生産確保に努め、病害虫防除

や雑草管理等適切なほ場管理を行っていく。 

 

 



  ウ 加工用米 

     米の直接支払交付金が廃止されたことで、生産調整目的での加工用米の作付が

不要となり、作付の減少が見込まれる。しかし、市場としては、今後も一定量の

需要はあると見込まれるため、作付希望者には作付を推進していく。 

 

（３）麦、飼料作物 

ア 麦 

     赤カビ防除の徹底を図り、単収の向上を目指す。 

      また、現行の排水良好水田においては、産地交付金を活用しながら排水対策

に取り組んでいく。 

 

  イ 飼料作物 

      新型コロナウイルスやウクライナ情勢等により輸入飼料の調達が困難とな

り、全国的に畜産業界がひっ迫し倒産が相次いで発生している。本市の畜産農

家においても経営が厳しい状況であり、畜産業の根幹を成す飼料作物の安定供

給、確保の観点から、今後も畜産農家と耕種農家の連携により、生産性の高い

畜産経営に努め、経営コストの削減を図るとともに、産地交付金による支援を

強化する。 

      また、国内生産量が極めて少なく、輸入に依存をしている「子実用とうもろ

こし」については、生産の定着を図っていく。 

 

（４）高収益作物（園芸作物等） 

  ア 野菜 

     市の特産品として「ヤーコン」の作付面積を拡大するとともに、「春菊」「水

菜」「ほうれん草」「アスパラガス」「トマト」「とうもろこし（飼料用除く）」「に

んにく」「ヤマノイモ（自然薯）」「いちご」について、地域振興作物として、地

産地消を推進するとともに作付面積を拡大する。（令和 5年度実績：15.6ha→令

和 8年度目標：17.0ha） 

      また、その他野菜についても、面積を維持していく。 

 

  イ 花き・花木 

     花き・花木については、支援を行うとともに、特に「露地ぎく」「施設ぎく」

「ゆり」を振興品目として面積を拡大する。（令和 5年度実績：2.7ha→令和 8年

度目標：3.0ha） 
 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

137.2 0.0 137.2 0.0 133.0 0.0

1.5 0.0 1.5 0.0 1.6 0.0

6.1 0.0 6.1 0.0 6.4 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7.5 5.7 7.5 5.7 7.7 6.0

19.6 16.6 25.3 22.4 20.0 17.0

・子実用とうもろこし 1.7 0.0 1.7 0.0 1.7 0.0

18.3 0.0 18.5 0.0 20.0 0.0

・野菜 15.6 0.0 15.8 0.0 17.0 0.0

・花き・花木 2.7 0.0 2.7 0.0 3.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

その他

畑地化

飼料作物

高収益作物

麦

飼料用米

WCS用稲

加工用米

作物等
前年度作付面積等



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値（R8）

実施面積（ha） 16.6 21.9

二毛作作付率（％） 11.2 13.6

実施面積（ha） 16.6 19.3

堆肥散布量（ｔ） 275.6 320.5

実施率（％） 85.5 95.3

目標

1 イタリアンライグラス
飼料作物助成（排水対
策）（二毛作）

2 イタリアンライグラス
資源循環助成（耕畜連
携）（二毛作）

整理
番号

対象作物 使途名



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：

協議会名：那珂川市地域水田農業推進協議会

1 飼料作物助成（排水対策）（二毛作） 2 14,000 イタリアンライグラス

作付面積に応じて支援、排水対策、畜産農家への提供を目
的に作付けすること等。
基幹作で、主食用米または水田活用の直接支払交付金の
戦略作物助成の対象作物（飼料用米、ＷＣＳ用稲、加工用
米、飼料作物等）を作付していること。

2 資源循環助成（耕畜連携）（二毛作） 4 13,000 イタリアンライグラス

作付面積に応じて支援、当該年度に堆肥散布を行う等。
基幹作で、主食用米または水田活用の直接支払交付金の
戦略作物助成の対象作物（飼料用米、ＷＣＳ用稲、加工用
米、飼料作物等）を作付していること。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）


